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奈良県地方独立行政法人評価委員会は、地方独立行政法人法第２８条の規定により、公立大学

法人奈良県立医科大学の業務実績について以下のとおり評価を行った。

「全体評価」

全体評価は、項目別評価及び法人の自己評価を踏まえつつ、法人の中期計画の進捗状況全体に

ついて、記述式により評価を行う。

「項目別評価」

業務実績報告書の検証を踏まえ、項目別に進捗状況・成果を下記の５段階で評定する。

Ⅴ 中期目標・中期計画の達成に向けて特筆すべき進行状況にある

Ⅳ 中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

Ⅲ 中期目標・中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる

Ⅱ 中期目標・中期計画の達成のためにはやや遅れている

Ⅰ 中期目標・中期計画の達成のためには重大な改善事項がある
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全体評価

奈良県地方独立行政法人評価委員会による年度ごとの業務の実績に関する評価は、平成１９年

４月の法人化後、５度目となった。最終年度となる平成２４年度で残りの課題の達成に向けて、

法人運営の改善・向上に資するよう評価を行った。

平成23年度評価

平成２３年度の業務実績の中で、注目される取組として、看護学研究科（修士課程）の設置、他

大学との連携強化や産学官連携、競争的外部資金の獲得、地域医療連携の推進、職場環境の充実、

安全管理に係る取組などがあげられる。

これら取組を含めて、平成２３年度のすべての取組について評価の結果、中期目標９項目中全項

目（教育、研究、診療、社会連携・国際交流、業務運営、財務、自己点検・評価、施設設備、安全

管理）について、「順調に進んでいる」又は「おおむね順調に進んでいる」と評定、年度計画で定

めた事業をおおむね実施していると判断した。

以上のことを踏まえ、公立大学法人奈良県立医科大学の平成２３年度の業務実績については、中

期目標・中期計画の達成に向けて、全体としては、おおむね順調に進んでいると認められる。

また、各年度の評価においては、おおむね順調に進んでいると判断し、総括すれば、中期目標・

中期計画の達成に向け、おおむね順調な進捗状況となっていると認められる。

（参考）５年間の年度評価

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度
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特筆すべき事項：経営状況の改善

財務面では、附属病院における７対１看護の維持、脳卒中ケアユニット入院医療管理料や精神科

救急・合併症入院料などの施設基準届出の促進、手術室の体制強化による手術件数の増加、平均在

院日数の短縮など診療活動や、外部資金の獲得額の増加など収益改善に取り組んでいる。昨年度に

引き続き、当期純利益を計上したことは、評価に値する。

中期計画の達成状況

これまでの達成状況は、達成が６８項目、実施中が１２２項目であり、一部着手しているが実施

段階でない項目が６項目、着手していない項目は０項目となっている。

今後に期待すること

当委員会の昨年度の評価での指摘については、概ね改善がなされているものの、一部において改

善の遅れが見受けられる。以下のような課題も残されており、解消に向け一層の取組を進めていた

だきたい。

一方、法人においては、５年間、厳しい経営状況のなか理事長のリーダーシップのもと一丸とな

って、教育・研究・診療の質の向上や業務運営に向けて取り組んできた。

引き続きこれまで以上に、大学が有する資源を活用し、経営戦略を意識して業務を推進し、残り

の期間で中期目標・中期計画の達成に向け、更なる成果を上げられるよう期待する。

＜教育＞

●看護実践研究や看護実践者のキャリアアップのための看護実践研究センターの設立に

向けた取組

＜研究＞

●臨床応用研究推進の基盤となる地域医療情報システムの構築

＜診療＞

●県立病院をはじめとする地域医療機関との医療情報連携の推進

＜業務運営＞

●医学科・看護学科卒業生の追跡調査・評価の実施による教育システムの恒常的改善

●一定の成果を上げた教員に対してインセンティブが働く制度づくり

●看護学科卒業生の附属病院への就職率の向上

一部着手しているが実施段階でない（６項目）

・地域と連携した看護実践研究プロジェクトの構築

・看護実践研究センターの設立に向けた取組

・奈良メディカルネットワークの構築 ・統合的な医療システムの構築

・大和路医療情報ネットワークの構築の貢献

・教育システムの恒常的改善

達 成（６８項目） 実施中（１２２項目）


